
問

横
断
歩
道
設
置
の
た
め

に
、
完
成
を
し
て
い
る
車
道
、

歩
道
、
水
路
、
学
習
セ
ン
タ

ー
駐
車
場
を
な
ぜ
取
り
壊
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

か
。

答

市
道
駅
前
愛
宕

あ
た
ご

線
は
平

成
14
年
度
に
旧
本
郷
町
が
県

事
業
で
あ
る
都
市
計
画
道
路
、

椋
本

む
く
も
と

三み

太た

刀ち

線
整
備
事
業
と

整
合
を
図
る
た
め
着
手
し
、

旧
本
郷
駅
舎
前
か
ら
、
本
郷

酒
造
付
近
ま
で
の
３
５
０
ｍ
、

幅
員
14
ｍ
を
21
年
６
月
に
完

成
し
た
も
の
で
あ
る
。
計
画

段
階
に
お
い
て
、
公
安
当
局

と
の
調
整
が
成
熟
を
し
て
い

な
か
っ
た
た
め
に
、
今
回
、

県
公
安
委
員
会
交
通
規
制
課

と
協
議
を
し
た
結
果
、
横
断

歩
道
設
置
に
は
、
右
折
レ
ー

ン
を
設
け
る
こ
と
の
条
件
提

示
が
あ
り
、
既
設
構
造
物
の

位
置
を
変
更
す
る
必
要
が
生

じ
た
た
め
で
あ
る
。

問

本
郷
駅
舎
前
の
横
断
歩

道
が
暗
く
て
危
険
で
あ
る
、

照
明
器
具
の
設
置
を
。

答

再
度
現
地
調
査
を
し
て
、

今
後
検
討
を
す
る
。

問

学
習
セ
ン
タ
ー
北
側
に

一
時
停
止
の
規
制
を
。

答

今
後
、
県
公
安
委
員
会

と
本
市
で
検
討
を
し
て
い
く
。

問

街
づ
く
り
に
は
核
と
な

る
も
の
が
必
要
で
あ
る
。
本

市
は
ど
の
分
野
に
核
を
求
め

て
い
る
の
か
。
予
算
の
バ
ラ

マ
キ
で
は
な
く
、
一
極
集
中

の
事
業
予
算
を
中
心
市
街
地
、

特
に
三
原
駅
前
活
性
化
整
備

事
業
に
組
む
べ
き
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

答

特
定
の
分
野
を
核
と
す

る
の
で
は
な
く
、
各
々
の
分

野
に
核
を
設
け
、
全
て
の
分

野
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
取
り
組

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
満

足
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
現
在
の
最
大
の
課
題
は

景
気
対
策
で
あ
る
。
三
原
駅

前
の
に
ぎ
わ
い
、
人
の
交
流

が
、
商
工
振
興
の
活
性
化
の

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、

い
か
に
そ
れ
を
具
体
化
し
て

い
く
か
を
、
模
索
し
て
い
る
。

問

長
引
く
不
況
で
景
気
後

退
、
そ
れ
に
加
え
人
口
減
少
、

税
収
減
と
い
う
状
況
の
中
で
、

財
源
の
確
保
の
た
め
に
、
売

却
可
能
な
市
有
財
産
の
処
分

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答

現
在
市
が
所
有
す
る
財

産
は
、
２
２
７
万
坪
、
内
訳

は
行
政
財
産
99
万
坪
、
普
通

財
産
１
２
８
万
坪
（
売
却
可

能
財
産
４
万
６
千
坪
）
で
あ

る
。
景
気
の
動
向
を
に
ら
み

な
が
ら
、
有
効
活
用
の
観
点

か
ら
、
財
政
的
に
も
こ
れ
を

適
切
に
処
分
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

問

県
の
動
き
を
的
確
に
と

ら
え
、
他
地
域
に
優
越
し
た

交
通
の
利
便
性
を
活
か
し
、

他
府
県
を
カ
バ
ー
す
る
広
い

地
域
と
連
携
交
流
し
地
域
資

源
を
活
用
し
た
着
地
型
観
光

メ
ニ
ュ
ー
の
展
開
を
視
野
に

基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
と

あ
る
。

「
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
さ
ぎ

し
ま
大
会
」
へ
の
よ
り
効
率

的
な
行
政
的
支
援
や
仏
通
寺

の
ト
イ
レ
の
早
期
改
修
等
、

実
態
を
踏
ま
え
た
積
極
的
な

取
り
組
み
が「
海
の
道
構
想
」

の
具
現
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
状
況
を
問
う
。

答

県
で
は
、
「
海
の
道
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
が
設

置
さ
れ
、
構
想
策
定
の
基
本

姿
勢
に
つ
い
て
検
討
し
、
19

事
業
を
「
海
の
道
に
か
か
る

実
証
事
業
」
と
し
て
定
め
取

り
組
ん
で
い
る
。

本
市
で
は
、
佐
木
島
を
海

の
道
構
想
に
つ
な
が
る
貴
重

な
地
域
資
源
の
一
つ
と
し
て
、

一
層
の
磨
き
を
か
け
、
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

県
が
実
施
を
す
る
「
瀬
戸

内
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
ロ
ー
ド
」

「
瀬
戸
内
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

「
船
と
航
路
と
み
な
と
賑
わ

い
づ
く
り
」
な
ど
の
実
証
事

業
に
つ
い
て
は
、
本
市
と
し

て
も
積
極
的
に
参
画
し
、
本

市
の
竜
王
山
・
筆
影
山
や
仏

通
寺
な
ど
、
こ
の
「
海
の
道

構
想
」
を
観
光
振
興
を
飛
躍

さ
せ
る
一
つ
の
契
機
と
し
て

捉
え
、
積
極
的
か
つ
主
体
的

な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

問

国
土
交
通
省
に
よ
る
重

点
港
湾
選
定
の
見
直
し
が
行

わ
れ
、
重
要
港
湾
尾
道
糸
崎

港
は
そ
の
選
定
か
ら
漏
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
心
配
し
て
い
る
。

市
民
目
線
で
は
重
要
港
湾

名
称
の
有
る
無
し
に
よ
る
イ

メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
は
大
き
い
と

考
え
る
が
、
状
況
に
よ
っ
て

は
観
光
振
興
施
設
と
し
て
利

用
す
る
に
し
て
も
、
本
市
に

お
け
る
産
業
振
興
の
活
性
化

は
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
と

も
積
極
的
な
活
性
化
策
の
取

り
組
み
が
必
要
で
は
。

答

尾
道
糸
崎
港
が
、
今
回

選
定
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
と

し
て
は
、
計
画
貨
物
取
扱
量

に
対
す
る
計
画
達
成
率
が
、

選
定
基
準
の
目
安
と
な
っ
た

60
％
に
対
し
て
、
約
28
％
と

著
し
く
低
い
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。

今
後
の
港
湾
整
備
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
は
、
現
在

事
業
中
の
も
の
に
つ
い
て
は

継
続
し
て
事
業
が
で
き
る
と

し
て
お
り
、
今
後
の
港
湾
整

備
に
影
響
は
無
い
と
考
え
て

い
る
。

今
後
と
も
本
市
の
港
湾
振

興
を
図
る
た
め
、
産
業
振
興

や
企
業
誘
致
に
努
め
る
と
と

も
に
、
港
湾
整
備
の
促
進
に

し
て
も
、
県
に
対
し
引
き
続

き
要
望
し
て
い
く
。

5

梅
本

う
め
も
と

秀
明

ひ
で
あ
き

議
員

本
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前
の
交
差
点
改
良
工
事

新
元

し
ん
も
と

昭
あ
き
ら

議
員

「
瀬
戸
内
　
海
の
道
構
想
」
そ
の
後
は

財
政
と
街
づ
く
り

筆影山より貝野埋立・糸崎港を望む

交差点改良

「
重
要
港
湾
尾
道
糸
崎

港
」
の
今
後
は



問

沼
田
東
町
の
ダ
イ
ヤ
ハ

イ
ツ
で
は
、
汚
水
処
理
施
設

の
更
新
問
題
が
、
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

処
理
施
設
は
、
一
日
も
止

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
後
、
公
共
下
水
が
見
込

め
な
い
地
域
の
団
地
は
、
集

中
処
理
方
式
を
許
可
せ
ず
、

全
戸
、
合
併
処
理
槽
と
し
て

配
管
網
は
敷
設
し
な
い
。
い

わ
ゆ
る
、
オ
ン
サ
イ
ト
の
処

理
方
式
に
す
べ
き
だ
。

答

都
市
計
画
法
で
は
、
20

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
団
地
造

成
の
際
は
、
集
中
処
理
施
設

を
建
設
す
る
こ
と
と
規
定
さ

れ
て
い
た
が
、
平
成
12
年
に

改
正
さ
れ
、
開
発
申
請
者
が

合
併
浄
化
槽
を
選
択
す
る
こ

と
が
、
可
能
に
な
っ
た
。

集
中
処
理
方
式
の
抱
え
る

問
題
点
を
考
え
る
と
、
今
後

は
合
併
浄
化
槽
が
主
流
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

申
請
者
と
適
切
な
協
議
指

導
を
行
っ
て
い
く
。

問

ダ
イ
ヤ
ハ
イ
ツ
住
民
組

織
は
、
近
接
し
た
県
の
流
域

下
水
本
管
へ
の
接
続
を
希
望

し
て
い
る
が
、
現
状
は
。

答

公
共
下
水
道
は
、
市
街

化
区
域
を
優
先
的
に
実
施
し

て
い
る
。
こ
の
地
域
は
市
街

化
調
整
区
域
の
た
め
、
そ
の

整
合
性
を
さ
ぐ
っ
て
い
る
。

ま
た
接
続
の
費

用
負
担
な
ど
、
県

や
自
治
会
と
協
議

を
重
ね
な
が
ら
問

題
解
決
に
あ
た
り

た
い
。

問

糸
崎
・
松
浜

港
整
備
計
画
は
、

計
画
決
定
以
来
18

年
、
去
る
８
月
初

旬
第
一
工
区
の
竣

工
を
迎
え
「
み
つ

き
第
一
公
園
」
も

供
用
開
始
と
な
っ

た
。

し
か
し
現
在
、
ト
イ
レ
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
利
用

者
に
大
変
不
便
だ
。

答

第
一
公
園
は
１
９
５
０

平
方
メ
ー
ト
ル
、
海
へ
の
階

段
を
持
つ
親
水
公
園
で
、
本

年
８
月
に
、
市
が
管
理
を
受

託
し
て
い
る
。

ト
イ
レ
設
置
の
計
画
は
あ

る
が
、
現
在
は
未
設
置
だ
。

県
は
、
今
後
の
利
用
者
の

需
要
状
況
を
見
な
が
ら
設
置

す
る
と
の
方
針
だ
が
、
一
日

も
早
く
設
置
さ
れ
る
よ
う
、

要
望
活
動
を
続
け
る
。

問

①
７
月
14
日
沼
田
川
が

氾
濫
危
険
水
位
に
達
し
、
周

辺
住
民
に
避
難
勧
告
が
出
た
。

沼
田
川
の
中
州
に
堆
積
土
、

ま
た
雑
木
が
生
え
、
水
の
流

れ
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
。

除
去
と
堤
防
整
備
を
県
に
強

く
要
請
す
べ
き
と
思
う
が
。

②
市
道
堀
・
亀
津
線
（
本
郷

麓
ふ
も
と

地
区
）
の
冠

水
対
策
は
。
移
動

式
排
水
ポ
ン
プ
等

購
入
し
地
元
管
理

で
行
う
べ
き
と
思

う
が
。

③
が
け
地
近
接
危

険
住
宅
移
転
事
業

を
取
り
組
む
考
え

は
。

答

①
沼
田
川
管

理
者
で
あ
る
県
の

整
備
方
針
を
聞
く

と
、
本
年
度
は
７

月
に
発
生
の
豪
雨

災
害
箇
所
が
多
く
、

復
旧
予
算
と
兼
ね

合
い
を
図
り
な
が

ら
実
施
す
る
。
堤

防
整
備
は
計
画
の
三
原
大
橋

か
ら
船
木
亀
津
橋
付
近
、
延

長
15
・
３
ｋ
ｍ
に
対
し
、
進

捗
率
61
％
、
旧
船
木
大
橋
下

流
は
今
後
の
整
備
区
間
と
聞

い
て
い
る
。

②
本
郷
麓
地
区
の
内
水
排
除

用
の
移
動
式
ポ
ン
プ
配
備
に

つ
い
て
は
、
課
題
が
多
く
あ

り
、
実
態
を
踏
ま
え
、
総
合

的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と

判
断
し
て
い
る
。

③
危
険
区
域
の
住
宅
移
転
を

行
う
目
的
と
し
て
お
り
、
合

併
前
の
旧
本
郷
町
で
実
施
、

平
成
11
年
ま
で
年
１
軒
程
度
。

合
併
協
議
に
も
上
げ
ら
れ
て

お
ら
ず
、
改
め
て
研
究
課
題

と
す
る
。

問

①
県
全
体
、
本
市
の
年

度
不
登
校
の
推
移
の
状
況
は
。

②
不
登
校
回
避
に
向
け
て
の

対
応
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答

①
県
の
不
登
校
児
童
、

生
徒
は
全
体
的
に
緩
や
か
に

減
少
し
て
い
る
。

本
市
は
小
学
校
20
年
度
19

名
、
21
年
度
８
名
、
中
学
校

20
年
度
66
名
、
21
年
度
66
名
。

小
学
校
は
着
実
に
減
少
、
中

学
校
は
同
数
推
移
の
状
況
に
。

②
児
童
生
徒
が
発
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
サ
イ
ン
を
的
確
に
把

握
し
、
き
め
細
か
く
指
導
。

具
体
的
に
は
毎
朝
欠
席
確
認
、

家
庭
連
絡
、
家
庭
訪
問
な
ど

児
童
生
徒
の
状
況
を
早
期
に

把
握
し
、
組
織
的
な
取
り
組

み
を
複
合
的
に
進
め
て
い
る
。 6

下
西

し
た
に
し

勝
彦

か
つ
ひ
こ

議
員

大
型
団
地
建
設
時
に
は
、
集
中
処
理
方
式
の
見
直
し
を

中
西

な
か
に
し

正
信

ま
さ
の
ぶ

議
員

豪
雨
災
害
対
策
に
つ
い
て

不
登
校
の
現
状
、

今
後
の
取
り
組
み
は

除去を求められる沼田川の堆積土

みつき第１公園

「
み
つ
き
第
一

公
園
」
に
ト
イ

レ
設
置
を



問

尾
道
バ
イ
パ
ス
と
三
原

バ
イ
パ
ス
を
結
ぶ
自
動
車
専
用

道
路
（
木
原
道
路
）・
直
結
道

路
建
設
事
業
の
建
設
計
画
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
、
ま
た
実
施
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は
。

答

木
原
道
路
の
事
業
進
捗

状
況
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

下
木
原
地
区
の
道
路
用
地
は

取
得
済
み
だ
が
、
他
区
間
に

つ
い
て
は
、
測
量
、
地
質
調

査
な
ど
の
現
地
調
査
が
完
了

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
木

原
道
路
の
整
備
促
進
に
つ
い

て
は
、
国
の
概
算
要
望
時
や

事
あ
る
ご
と
に
国
、
県
な
ど

へ
早
急
な
整
備
促
進
を
強
く

要
望
し
て
い
る
。
木
原
道
路

の
実
現
は
、
本
市
と
し
て
も

最
大
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

問

道
の
駅
に
関
す
る
建
設

計
画
の
主
体
は
。
ま
た
、
道

の
駅
の
運
営
方
式
と
赤
字
に

な
っ
た
場
合
の
責
任
者
は
。

総
工
事
費
の
予
算
は
。
具
体

的
な
増
客
構
想
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答

各
施
設
の
設
計
、
工
事

の
発
注
や
施
工
管
理
は
、
国

土
交
通
省
と
市

が
お
の
お
の
責

任
を
持
っ
て
行

っ
て
い
る
。

管
理
運
営
方

式
は
、
基
本
計

画
策
定
委
員
会

か
ら
指
定
管
理

方
式
が
妥
当
と

の
答
申
が
あ
り
、

管
理
運
営
主
体

の
選
定
方
法
を

検
討
し
て
い
る
。

赤
字
の
責
任

に
つ
い
て
は
、

一
義
的
に
は
指

定
管
理
者
が
負

い
、
市
の
負
担

は
指
定
管
理
契

約
条
項
以
上
は

発
生
し
な
い
と

考
え
て
い
る
。

道
の
駅
の
事

業
費
は
、
地
域
振
興
施
設
、

周
辺
整
備
等
の
詳
細
計
画
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
新

市
建
設
計
画
に
お
い
て
５
億

円
を
計
上
し
て
い
る
。

婚
活
を
す
る
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
パ
ー
テ
ィ
が
で
き
る
場
所

の
提
供
、
観
光
や
商
工
振
興

に
な
る
見
本
市
、
売
れ
る
農

産
物
の
販
売
な
ど
、
特
徴
あ

る
魅
力
的
な
道
の
駅
の
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

「
広
島
臨
空
開
発
の
落

日
」
と
、
８
月
31
日
の
新
聞

に
大
見
出
し
が
出
た
。

空
港
を
核
に
し
た
町
の
活

性
化
に
夢
を
託
し
努
力
し
て

き
た
者
に
は
、
信
じ
ら
れ
な

い
記
事
で
あ
っ
た
。

記
事
に
は
、
「
県
が
本
郷

町
に
予
定
し
た
工
業
団
地
は

中
止
、
河
川
改
修
は
休
止
と

な
っ
た
。
道
路
や
上
下
水
道

整
備
も
含
め
て
臨
空
タ
ウ
ン

内
で
中
止
、
休
止
と
な
っ
た

の
は
計
30
事
業
に
上
る
。」
と

出
て
い
た
。

①
本
郷
工
業
団
地
に
企
業

進
出
の
話
が
あ
っ
た
が
、
最

近
の
状
況
は
。
ま
た
、
市
は

県
に
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け

を
し
た
の
か
。

②
記
事
に
は
30
事
業
が
中

止
、
休
止
と
あ
る
が
、
市
は

ど
こ
ま
で
把
握
し
て
い
る
か
。

答

①
企
業
進
出
の
話
は
あ

っ
た
が
、
最
近
の
状
況
に
つ

い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

本
郷
工
業
団
地
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
い
て
県
と
連
携
し
な

が
ら
、
実
現
に
向
け
て
働
き

か
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

②
工
業
団
地
は
、
企
業
の

進
出
の
め
ど
が
つ
い
た
時
点

で
、
造
成
工
事
に
着
手
す
る
。

関
連
施
設
整
備
に
つ
い
て
も
、

企
業
進
出
の
め
ど
が
つ
い
た

時
点
で
進
め
て
い
く
。
工
業

用
水
に
つ
い
て
も
、
現
在
企

業
の
立
地
訪
問
や
造
成
計
画

が
見
え
て
い
な
い
状
況
の
中

で
、
引
き
続
き
実
施
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
立
地
が
決
定

す
れ
ば
、
工
業
用
水
工
事
も

施
工
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

県
の
企
業
局
に
も
確
認
し
て

い
る
。

7

白し
ら

須す

均
ひ
と
し

議
員

木
原
道
路
の
建
設
計
画
に
つ
い
て

森
重

も
り
し
げ

一
裕

か
ず
ひ
ろ

議
員

本
郷
工
業
団
地
の
新
聞
報
道
に
つ
い
て
問
う

道の駅予定地からの眺望

本郷工業団地予定地

道
の
駅
に
つ
い
て




